
(57)【要約】

　陽圧下の供給気体(408)を送るための導管(12,152,400

)は、第1の導管端部(28,404)および第2の導管端部(40,4

06)を有する導管壁(402)を備える。第1の導管端部(28,4

04)は、気体供給部(408)に取り付けられるようになされ

る。導管壁(402)は、(1)導管壁(402)が導管通路(410)を

形成し、それに沿って供給気体が第1の導管端部(28,404

)から第2の導管端部(40,406)の間で移動することができ

る開いた状態と、(2)導管壁(402)が導管通路(410)を実

質的につぶす、つぶれた状態との間で変形可能である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 陽 圧 下 の 供 給 気 体 (408)を 送 達 す る た め の 導 管 (12,152,400)で あ っ て 、
　 第 1の 導 管 端 部 (28,404)と 第 2の 導 管 端 部 (40,406)と を 有 す る 導 管 壁 (402)を 備 え 、 前 記
第 1の 導 管 端 部 (28,404)が 、 気 体 供 給 部 (408)に 取 り 付 け ら れ る よ う に な さ れ 、
　 前 記 導 管 壁 (402)は 、
　 (a)前 記 導 管 壁 (402)が 導 管 通 路 (410)を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の
導 管 端 部 (28,404)か ら 前 記 第 2の 導 管 端 部 (40,406)ま で の 間 で 移 動 す る こ と が で き る 開 い
た 状 態 と 、
　 (b)前 記 導 管 壁 (402)が 前 記 導 管 通 路 (410)を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変
形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 導 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 供 給 気 体 に よ っ て 前 記 導 管 壁 が 前 記 開 い た 状 態 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に
記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 導 管 壁 が 単 一 部 片 の シ ー ト 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請
求 項 2に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 管 壁 が 、 互 い に 接 合 さ れ る 少 な く と も 2部 片 の シ ー ト 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 請 求 項 2に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 管 壁 が 可 撓 性 の 高 分 子 シ ー ト 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1な い
し 請 求 項 4の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 管 壁 が 複 数 の 材 料 の 積 層 体 か ら 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1な い し 請 求
項 5の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 導 管 壁 が 内 壁 部 お よ び 外 壁 部 を 備 え る 二 重 壁 構 造 を 有 し 、 前 記 内 壁 部 お よ び 外 壁 部
が 、 そ れ ら の 間 に 実 質 的 に 気 密 な 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1な い し 請 求 項 6
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 導 管 壁 の 少 な く と も 一 部 が 弾 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1な い し 請 求 項 7の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 管 。
【 請 求 項 ９ 】
　 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 に 送 達 す る た め の ヘ ッ ド ギ ア (10)で あ っ て 、
　 気 体 供 給 部 に 取 り 付 け る よ う に な さ れ た 結 合 装 置 (20)と 、
　 前 記 結 合 装 置 (20)に 取 り 付 け ら れ た 第 1の 導 管 端 部 (28)お よ び 前 記 患 者 の 鼻 に 隣 接 し て
配 置 さ れ る よ う に な さ れ た 第 2の 導 管 端 部 (40)を 有 す る 導 管 を 形 成 す る 、 前 記 患 者 頭 部 の
両 側 に 沿 っ て 延 び る よ う に な さ れ た 1対 の 側 部 (12)と 、
　 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を 前 記 患 者 頭 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る よ う に な さ れ た 頭 部 取 り 付 け
構 造 体 (16)と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 導 管 は 、
　 (a)前 記 導 管 が 導 管 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の 導 管 端 部 か ら
前 記 第 2の 端 部 ま で の 間 を 移 動 す る こ と が で き る 開 い た 状 態 と 、
　 (b)前 記 導 管 が 前 記 導 管 通 路 を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変 形 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 側 部 が 、 気 体 を 前 記 患 者 の 鼻 内 へ と 送 る ノ ー ズ ピ ー ス に 結 合 さ れ る よ う に な さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9ま た は 請 求 項 10に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 側 部 が 、 前 記 患 者 の 鼻 を 横 断 し て 延 び 、 前 記 各 側 部 が 、 気 体 を 前 記 患 者 の 鼻 内 へ と
送 る ノ ー ズ ピ ー ス に 取 り 付 け ら れ た 前 記 導 管 内 へ と 開 く 開 口 を そ れ ぞ れ 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 11の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 2の 導 管 端 部 が 互 い に 一 体 に 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 12に 記 載 の ヘ ッ
ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス と の 密 閉 封 止 を 確 立 す る た め に 、 そ れ ぞ れ の 開 口 に て 前 記 側 部 に 接 合
さ れ た 封 止 リ ン グ を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 12ま た は 請 求 項 13に 記 載 の ヘ ッ
ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 導 管 が 、 水 蒸 気 が そ れ を 通 過 す る こ と が 可 能 に な る よ う に な さ れ た 材 料 か ら 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 14の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 側 部 の 前 記 対 と 前 記 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 の 少 な く と も 一 部 と が 、 単 体 構 造 体 内 で 互 い に
一 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 15の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア
。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 が 、 側 部 の 前 記 対 の 少 な く と も 一 方 に 接 合 さ れ る 帯 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 16の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 側 部 の 前 記 対 、 前 記 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 の 少 な く と も 一 部 、 お よ び 前 記 帯 が 、 単 体 構 造
体 内 で 互 い に 一 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 帯 が 、 前 記 頭 部 の 頂 部 後 方 部 分 の 周 り に 延 び る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17ま た は 請
求 項 18に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 が 、 前 記 患 者 頭 部 の 頂 部 後 方 に 隣 接 し 、 ま た は そ の 前 方 に あ る
位 置 に 配 置 さ れ る よ う に な さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 19の い ず れ か 一
項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 導 管 の 一 方 が 使 用 中 に つ ぶ れ る こ と に よ っ て 、 前 記 導 管 を 通 る 気 体 の 体 積 流 量 の 減
少 、 な ら び に も う 一 方 の 導 管 の 変 形 お よ び そ れ に 伴 う 前 記 も う 一 方 の 導 管 を 通 る 気 体 の 体
積 流 量 の 増 加 が 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9な い し 請 求 項 20の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 も う 一 方 の 導 管 の 前 記 変 形 に よ っ て 、 前 記 導 管 を 通 る 前 記 気 体 の 総 体 積 流 量 を 、 前
記 一 方 の 導 管 が つ ぶ れ て い る 間 に 、 ほ ぼ 一 定 に 維 持 す る こ と が 可 能 に な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 21に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 導 管 の つ ぶ れ お よ び 変 形 が 、 前 記 導 管 の 高 さ 方 向 長 さ と 横 方 向 長 さ の 間 の 比 の 変 化
を 生 じ る 変 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 21ま た は 請 求 項 22に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 一 方 の 導 管 に お い て 、 前 記 高 さ 方 向 長 さ が 減 少 し 前 記 横 方 向 長 さ が 増 大 し 、 前 記 も
う 一 方 の 導 管 に お い て 前 記 高 さ 方 向 長 さ が 増 大 し 前 記 横 方 向 長 さ が 減 少 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 23に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 側 部 が 前 記 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 に 取 り 外 し 可 能 に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 9な い し 請 求 項 20の い ず れ か 一 項 に 記 載 の ヘ ッ ド ギ ア 。
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【 請 求 項 ２ ６ 】
　 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 に 送 達 す る た め の 鼻 用 ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 気 体 供 給 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に な さ れ た 結 合 装 置 (20)と 、
　 前 記 患 者 の 鼻 に 係 合 す る よ う に な さ れ た ノ ー ズ ピ ー ス (150)と 、
　 前 記 結 合 装 置 に 取 り 付 け ら れ た 第 1の 導 管 端 部 (28)お よ び 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス (150)に 結 合
さ せ る よ う に な さ れ た 第 2の 導 管 端 部 (40)を 有 す る 導 管 を そ れ ぞ れ 形 成 す る 、 前 記 患 者 頭
部 の 両 側 に 沿 っ て 延 び る よ う に な さ れ た 1対 の 側 部 (12)と 、
　 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を 前 記 患 者 頭 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る よ う に な さ れ た 頭 部 取 り 付 け
構 造 体 (16)と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 導 管 が 、
　 (a)前 記 導 管 が 導 管 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の 導 管 端 部 か ら
前 記 第 2の 端 部 ま で の 間 を 移 動 す る こ と が で き る 開 い た 状 態 と 、
　 (b)前 記 導 管 が 前 記 導 管 通 路 を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変 形 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス が 導 管 を 備 え 、 前 記 導 管 が 、
　 (a)前 記 導 管 が 導 管 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の 導 管 端 部 か ら
前 記 第 2の 端 部 ま で の 間 を 移 動 す る こ と が で き る 開 い た 状 態 と 、
　 (b)前 記 導 管 が 前 記 導 管 通 路 を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変 形 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26ま た は 請 求 項 27に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス の 前 記 導 管 が 内 壁 部 お よ び 外 壁 部 を 備 え る 二 重 壁 構 造 を 有 し 、 前 記 内
壁 部 お よ び 外 壁 部 が 、 そ れ ら の 間 に 実 質 的 に 気 密 な 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 28に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス を 膨 張 さ せ る た め に 前 記 導 管 内 に 気 体 を 送 達 す
る こ と が 可 能 に な る よ う に 、 前 記 導 管 内 へ と 開 く ノ ズ ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
26な い し 請 求 項 29の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 前 記 導 管 か ら 前 記 鼻 の 中 へ と 気 体 を 送 る た め に 、 前 記 患 者 の 鼻 内
で 受 け ら れ る 1対 の 鼻 腔 構 造 体 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26な い し 請 求 項 30の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 鼻 腔 構 造 体 が 、 特 定 の 患 者 の 鼻 腔 に 密 接 に 嵌 る よ う に 特 注 生 産 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 31に 記 載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 側 部 の 部 分 お よ び /ま た は 患 者 の 皮 膚 に 接 触 す る よ う に な さ れ た 頭 部 結 合 構 造 体 が
、 ゲ ル 状 材 料 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26な い し 請 求 項 32の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 送 達 す る た め に 導 管 を 使 用 す る た め の 方 法 に お い て 、
　 第 1の 導 管 端 部 (28,404)と 第 2の 導 管 端 部 (40,406)と を 有 す る 導 管 壁 (402)を 備 え る 導 管 (
12,152,400)を 設 け る こ と で あ っ て 、 前 記 導 管 壁 (402)が 、
　 (a)前 記 導 管 壁 (402)が 導 管 通 路 (410)を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の
導 管 端 部 (28,404)か ら 前 記 第 2の 導 管 端 部 (40,406)ま で の 間 で 移 動 す る こ と が で き る 開 い
た 状 態 と 、
　 (b)前 記 導 管 壁 (402)が 前 記 導 管 通 路 (410)を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変
形 可 能 で あ る 導 管 を 設 け る こ と と 、
　 前 記 導 管 (12,152,400)の 前 記 第 1の 導 管 端 部 (28,404)を 前 記 気 体 供 給 部 に 結 合 さ せ る こ
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と と 、
　 前 記 供 給 気 体 が 前 記 第 1の 導 管 端 部 (28,404)か ら 前 記 第 2の 導 管 端 部 (40,406)へ と 移 動 す
る こ と を 可 能 に す る た め に 、 前 記 供 給 気 体 に よ っ て 前 記 導 管 壁 (402)が 前 記 開 い た 状 態 と
さ れ る よ う に 、 前 記 供 給 気 体 を 、 前 記 第 1の 導 管 端 部 (28,404)を 通 し て 前 記 導 管 (12,152,4
00)内 へ と 送 達 す る こ と と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 に 送 達 す る ヘ ッ ド ギ ア を 構 成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 供 給 気 体 が そ れ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る 導 管 通 路 を 形 成 す る 、 少 な く と も 1
つ の 導 管 (12)を 備 え る ヘ ッ ド ギ ア (10)を 提 供 す る こ と と 、
　 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と と 、
　 前 記 マ ッ ピ ン グ に 従 っ て 、 前 記 ヘ ッ ド ギ ア (10)が 、 前 記 特 定 の 患 者 の 頭 部 上 に 実 質 的 に
密 着 し か つ 快 適 に 嵌 る こ と が 実 現 さ れ る よ う に 、 前 記 ヘ ッ ド ギ ア (10)を ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に
形 成 す る こ と と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ し た 後 に 、 前 記 マ ッ ピ ン グ に 従 っ て 頭 部 テ ン プ
レ ー ト を 形 成 す る こ と を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 35に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る こ と が 、 前 記 頭 部 テ ン プ レ ー ト の 形 状 に 従
っ て 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を 形 成 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 特 定 の 患 者 の 頭 部 の 前 記 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と が 手 動 で 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 35な い し 請 求 項 37の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 特 定 の 患 者 の 頭 部 の 前 記 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と が 、 少 な く と も 部 分 的 に 自 動 化
さ れ た マ ッ ピ ン グ 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 35な い し 請 求 項 37の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 マ ッ ピ ン グ 装 置 が コ ン ピ ュ ー タ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 39に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 患 者 頭 部 の 前 記 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と が 、 前 記 患 者 頭 部 の 前 記 形 状 の 非 接 触 感
知 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 39ま た は 請 求 項 40に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 非 接 触 感 知 が カ メ ラ ま た は レ ー ザ セ ン サ の 使 用 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 41に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア を 提 供 す る こ と が 、 互 い に 接 合 さ れ る 少 な く と も 2部 片 の シ ー ト 材 料 を 有 す
る ヘ ッ ド ギ ア を 提 供 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 39な い し 請 求 項 42の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 マ ッ ピ ン グ に 従 っ て 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る こ と が 、 前 記 各 部
片 を 、 前 記 ヘ ッ ド ギ ア が 形 成 さ れ る と き に 前 記 ヘ ッ ド ギ ア 形 状 の 実 現 が 可 能 に な る よ う 構
成 さ れ た そ れ ぞ れ の シ ー ト 形 状 に 形 成 す る こ と と 、 前 記 ヘ ッ ド ギ ア の 形 成 に お い て シ ー ト
材 料 の 前 記 部 片 を 互 い に 接 合 す る こ と と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 43に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 ヘ ッ ド ギ ア の 形 成 に お い て シ ー ト 材 料 の 前 記 部 片 を 互 い に 接 合 す る こ と が 、 シ ー ト
材 料 の 前 記 部 片 が 互 い に 分 離 さ れ る 分 離 領 域 を 前 記 接 合 経 路 に 隣 接 し て 形 成 す る た め に 、
シ ー ト 材 料 の 前 記 部 片 を 所 定 の 接 合 経 路 に 沿 っ て 接 合 す る こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 44に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 接 合 経 路 は 、 前 記 ヘ ッ ド ギ ア を 前 記 ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る 際 に シ ー ト 材 料 の 接
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合 さ れ た 部 片 を 湾 曲 さ せ る こ と が 容 易 と な る よ う に 折 曲 げ 線 の 線 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 各 接 合 経 路 が ジ グ ザ グ 形 状 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 各 接 合 経 路 が 、 山 お よ び 谷 を 形 成 す る よ う に 、 ほ ぼ 正 弦 曲 線 状 と な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 接 合 経 路 の 隣 接 す る 対 は 、 前 記 対 の 一 方 の 接 合 経 路 の そ れ ぞ れ の 山 が 、 も う 一 方 の
接 合 経 路 の そ れ ぞ れ の 谷 と 位 置 合 せ さ れ 、 ま た は そ の 逆 と な る よ う に 互 い に 配 置 さ れ 、 前
記 分 離 領 域 が 、 ほ ぼ ダ イ ヤ 形 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 48に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な も の で あ る 、 陽 圧 下 の 供 給 気
体 を 送 達 す る た め の 導 管 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な も の で あ る 、 陽 圧 下 の 供 給 気
体 を 患 者 に 送 達 す る た め の ヘ ッ ド ギ ア 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な も の で あ る 、 陽 圧 下 の 供 給 気
体 を 患 者 に 送 達 す る た め の 鼻 用 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な も の で あ る 、 陽 圧 下 の 供 給 気
体 を 患 者 に 送 達 す る た め の 導 管 を 使 用 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 実 質 的 に 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た よ う な も の で あ る 、 陽 圧 下 の 供 給 気
体 を 患 者 に 送 達 す る た め の ヘ ッ ド ギ ア を 構 成 す る た め の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 陽 圧 呼 吸 (PAP)装 置 の 導 管 に 関 す る 。 本 発 明 は ま た 、 そ の よ う な 導 管 を 備 え
る ヘ ッ ド ギ ア 、 お よ び そ の よ う な 導 管 を 備 え る ノ ー ズ ピ ー ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 参 照 に よ り そ の 全 体 を 本 明 細 書 に 組 み 込 む 、 2004年 4月 15日 出 願 の 濠 国 特 許
仮 出 願 第 2004902020号 の 利 益 を 主 張 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 閉 塞 性 睡 眠 無 呼 吸 の 治 療 で 使 用 さ れ る CPAP装 置 の 導 入 に お け る 患 者 の 成 功 ま た は 失 敗 に
影 響 を 及 ぼ す 主 な 要 因 の 1つ は 、 そ の よ う な 装 置 に 付 随 す る ヘ ッ ド ギ ア お よ び 供 給 導 管 の
不 快 感 に 対 処 す る 患 者 の 能 力 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の よ う な 装 置 は 、 睡 眠 中 に 動 き 、 ま た 寝 返 り を う つ 患 者 の 能 力 を 制 限 し が ち と な り 、
患 者 の 潜 在 的 な 不 快 感 を 増 す 可 能 性 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 そ の よ う な 装 置 の 欠 点 を 少 な く と も い く つ か 克 服 ま た は 改 善 す る こ と 、 あ
る い は 有 用 な 代 替 物 を 提 供 す る こ と の 必 要 性 が 当 業 界 に お い て 高 ま っ て き て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 送 達 す る た め の 導 管 に 関 す る 。 こ の 導 管 は 、 第
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1の 導 管 端 部 お よ び 第 2の 導 管 端 部 を 有 す る 導 管 壁 を 備 え る 。 第 1の 導 管 端 部 は 、 気 体 供 給
部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に な さ れ る 。 導 管 壁 は 、 (a)導 管 壁 が 導 管 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に
沿 っ て 供 給 気 体 が 第 1の 導 管 端 部 か ら 第 2の 導 管 端 部 ま で の 間 で 移 動 す る こ と が で き る 開 い
た 状 態 と 、 (b)導 管 壁 が 導 管 通 路 を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変 形 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 へ と 送 達 す る た め の ヘ ッ ド ギ ア に 関 す る
。 こ の ヘ ッ ド ギ ア は 、 気 体 供 給 部 に 取 り 付 け る よ う に な さ れ た 結 合 装 置 を 備 え る 。 1対 の
側 部 は 、 患 者 の 頭 部 の 両 側 に 沿 っ て 延 び る よ う に な さ れ る 。 各 側 部 は 、 結 合 装 置 に 取 り 付
け ら れ た 第 1の 導 管 端 部 と 、 患 者 の 鼻 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る よ う に な さ れ た 第 2の 導 管 端 部
と を 有 す る 導 管 を 形 成 す る 。 頭 部 取 り 付 け 構 造 体 は 、 ヘ ッ ド ギ ア を 患 者 の 頭 部 に 取 り 外 し
可 能 に 固 定 す る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 に 送 達 す る た め の 鼻 用 ア セ ン ブ リ に 関 す
る 。 鼻 用 ア セ ン ブ リ は 、 気 体 供 給 部 に 取 り 付 け る よ う に な さ れ た 結 合 装 置 と 、 患 者 の 鼻 に
係 合 す る よ う に な さ れ た ノ ー ズ ピ ー ス と 、 患 者 の 頭 部 の 両 側 に 沿 っ て 延 び る よ う に な さ れ
た 1対 の 側 部 を 備 え る 。 各 側 部 は そ れ ぞ れ 、 結 合 装 置 に 取 り 付 け ら れ た 第 1の 導 管 端 部 と 、
ノ ー ズ ピ ー ス に 結 合 さ れ る よ う に さ れ た 第 2の 導 管 端 部 と を 有 す る 導 管 を 形 成 す る 。 頭 部
取 り 付 け 構 造 体 は 、 ヘ ッ ド ギ ア を 患 者 の 頭 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る よ う に な さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 送 達 す る た め に 導 管 を 使 用 す る 方 法 に 関 す る
。 こ の 方 法 は 、 第 1の 導 管 端 部 と 第 2の 導 管 端 部 と を 有 す る 導 管 壁 を 備 え る 導 管 を 提 供 す る
こ と を 含 む 。 導 管 壁 は 、 (a)導 管 壁 が 導 管 通 路 を 形 成 し 、 そ れ に 沿 っ て 第 1の 導 管 端 部 と 第
2の 導 管 端 部 の 間 で 供 給 気 体 が 移 動 す る こ と が で き る 開 い た 状 態 と 、 (b)導 管 壁 が 導 管 通 路
を 実 質 的 に つ ぶ す 、 つ ぶ れ た 状 態 と の 間 で 変 形 す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 は 、 導 管 の 第
1の 導 管 端 部 を 気 体 供 給 部 に 結 合 さ せ る こ と と 、 供 給 気 体 に よ っ て 導 管 壁 が 開 い た 状 態 に
さ れ 、 供 給 気 体 が 第 1の 導 管 端 部 か ら 第 2の 導 管 端 部 へ と 移 動 す る こ と が 可 能 に な る よ う に
、 供 給 気 体 を 第 1の 導 管 端 部 を 通 し て 導 管 内 へ と 送 達 す る こ と と 、 導 管 の 第 2の 導 管 端 部 を
、 そ こ に 供 給 気 体 が 送 達 さ れ る べ き 位 置 に 配 置 す る こ と と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 下 の 供 給 気 体 を 患 者 に 送 達 す る ヘ ッ ド ギ ア を 構 成 す る た め の
方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は 、 供 給 気 体 が そ れ に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る 導 管 通 路 を 形
成 す る 、 少 な く と も 1つ の 導 管 を 備 え る ヘ ッ ド ギ ア を 提 供 す る こ と と 、 特 定 の 患 者 の 頭 部
形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と と 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 上 に ヘ ッ ド ギ ア が 実 質 的 に 密 着 し か つ 快
適 に 嵌 る こ と が 実 現 さ れ る よ う に 、 ヘ ッ ド ギ ア を マ ッ ピ ン グ に 従 っ て ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形
成 す る こ と と を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 呼 吸 (PAP)装 置 の 導 管 に 関 す る 。 こ の 導 管 は 、 可 撓 性 の 導 管
壁 、 陽 圧 下 の 気 体 供 給 部 に 取 り 付 け る よ う に な さ れ た 第 1の 導 管 端 部 、 お よ び 第 2の 導 管 端
部 を 備 え る 。 こ の 導 管 は 、 第 1の 端 部 が 供 給 部 に 結 合 さ れ る と き に 、 気 体 に よ っ て 導 管 壁
が 第 1の 状 態 に さ れ 、 そ の 状 態 で 壁 は 、 気 体 が そ れ に 沿 っ て 第 1の 端 部 か ら 第 2の 端 部 へ と
移 動 す る 導 管 通 路 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 導 管 は 、 通 路 が 実 質 的 に つ ぶ さ れ る 第 2
の 状 態 へ と 変 形 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 導 管 は 単 一 の シ ー ト 部 材 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 は 、 互 い に 接 合 さ れ る 少 な く と も 2部 片 の シ ー ト 材 料 か ら 形 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 は 、 織 物 シ ー ト 材 料 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 別 の 実
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施 形 態 で は 、 導 管 は 、 こ れ は 、 一 実 施 形 態 で は 弾 性 材 料 と す る こ と が で き る 、 可 撓 性 の 高
分 子 シ ー ト 部 材 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 材 料 は 、 複 数 の 材 料 の 積 層 体 と す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 の
形 で は 、 材 料 は 、 薄 い 発 泡 体 層 、 お よ び 一 形 態 で は 発 泡 体 層 の 上 に 被 覆 さ れ る 織 物 層 、 ま
た は 一 形 態 で は 発 泡 体 層 上 に 被 覆 さ れ る フ ェ ル ト フ ロ ッ ク 加 工 の 、 積 層 体 と す る こ と が で
き る 。 そ の よ う な 実 施 形 態 は 、 導 管 を 使 用 す る 患 者 の 肌 に 対 し て 柔 ら か く 暖 か い 快 適 な 感
覚 を も た ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 患 者 の 皮 膚 と 接 触 す る よ う に な さ れ る 導 管 の 部 品 を 、 ゲ ル 状 材 料 の
も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 壁 は 、 そ れ を 通 る 通 路 か ら の 気 体 の 漏 れ が 可 能 に な る よ
う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 壁 は 、 実 質 的 に 気 密 な 空 間 を 間 に 形 成 す る 二 重 壁 の 形 の
壁 部 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 壁 は 、 実 質 的 に 可 撓 性 を 欠 く こ と が で き る 。 別 の 実 施 形
態 で は 、 導 管 壁 は 、 拡 張 可 能 と な る よ う に 可 撓 性 を 有 す る こ と が で き る 。 さ ら に 別 の 実 施
形 態 で は 、 導 管 壁 は 、 可 撓 性 を 有 す る 少 な く と も 1つ の 領 域 、 実 質 的 に 可 撓 性 を 欠 く 少 な
く と も 1つ の 他 の 領 域 、 お よ び /ま た は 可 撓 性 の 程 度 が 異 な る さ ま ざ ま な 領 域 を 有 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 陽 圧 呼 吸 (PAP)ヘ ッ ド ギ ア に 関 す る 。 ヘ ッ ド ギ ア は 、 陽 圧 下 の 気
体 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 気 体 供 給 部 に 流 体 流 動 連 通 し て 結 合 す る た め の 結 合 手 段
、 お よ び 本 発 明 の 上 記 態 様 ま た は そ の 実 施 形 態 に よ る 1対 の 導 管 を 備 え る 。 導 管 は 、 患 者
頭 部 の 両 側 の 周 り で 延 び る よ う に 構 成 さ れ る 。 各 導 管 の 第 1の 端 部 は 、 結 合 手 段 に 流 体 流
動 連 通 し て 結 合 さ れ 、 各 導 管 の 第 2の 端 部 は 、 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア を 着 用 す る と き に 、 患 者
の 鼻 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 頭 部 取 り 付 け 手 段 は 、 ヘ ッ ド ギ ア を 患 者 の
頭 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 2の 端 部 は 、 第 2の 端 部 か ら 通 路 に 沿 っ て 通 過 し て き た 気 体 を 患 者 の
鼻 内 へ と 送 る た め の 、 ノ ー ズ ピ ー ス に 結 合 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア を 着 用 す る と き に 、 導 管 が 患 者 の
鼻 を 横 断 し て 延 び る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド ギ ア は 、 導 管 内 へ と 開 く 、 通 路
に 沿 っ て 通 過 し て き た 気 体 を 患 者 の 鼻 内 へ と 送 る た め の 少 な く と も 1つ の ノ ー ズ ピ ー ス を
取 り 付 け る た め に 患 者 の 鼻 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 1対 の 開 口 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 場 合 、 一 実 施 形 態 で は 、 第 2の 端 部 は 、 互 い に 一 体 に 接 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た こ の 場 合 、 ヘ ッ ド ギ ア は 1対 の 封 止 リ ン グ を 備 え 、 そ れ ら は そ れ ぞ れ 、 少 な く と も 1
つ の ノ ー ズ ピ ー ス と の 密 封 封 止 を 確 立 す る た め に 、 そ れ ぞ れ の 開 口 に て ヘ ッ ド ギ ア に 接 合
さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 各 導 管 が そ れ か ら 形 成 さ れ る 材 料 は 、 患 者 の 快 適 さ を 特 に 温 暖 な 気
候 に お い て 向 上 さ せ る た め に 、 水 蒸 気 が そ れ を 通 過 す る こ と が 可 能 に な る よ う 構 成 す る こ
と が で き る が 、 実 質 的 に 気 密 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 別 の 実 施 形 態 で は 、 頭 部 取 り 付 け 手 段 は 、 導 管 の 対 の 少 な く と も 一 方 に 接 合 さ れ る 帯 を
備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 の 対 お よ び 結 合 手 段 の 少 な く と も 一 部 を 、 単 体 構 造 体 内 で 互 い
に 一 体 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 の 対 、 結 合 手 段 の 少 な く と も 一 部 、 お よ び 帯 は 、 単 体 構 造 体 内
で 一 体 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 帯 が 頭 部 の 頂 部 後 方 の 一 部 の 周 り に 延 び る よ
う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア を 着 用 す る と き に 、 結 合 手 段 を 、
患 者 頭 部 の 頂 部 に 隣 接 し ま た は そ の 前 方 に あ る 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る よ う に 構 成 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 気 体 が 導 管 の 対 に 沿 っ て 通 過 す る よ う 気 体 供 給 部 が 陽
圧 下 の 気 体 を 供 給 す る 状 態 で 、 結 合 手 段 が 気 体 供 給 部 に 流 体 流 動 連 通 し て 結 合 さ れ る と き
、 一 方 の 導 管 の 通 路 が 、 そ の 導 管 に 与 え ら れ る 圧 縮 力 に よ り つ ぶ れ 、 そ の つ ぶ れ に よ っ て
、 そ の 通 路 を 通 る 気 体 の 体 積 流 量 の 減 少 が 生 じ 、 も う 一 方 の 導 管 の 通 路 の 変 形 お よ び そ れ
に 伴 う も う 一 方 の 導 管 を 通 る 気 体 の 体 積 流 量 の 増 加 が 生 じ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア は 、 も う 一 方 の 導 管 の 通 路 が 変 形 す る 結 果 と し て 、 一 方 の 導 管 の 通 路 が つ ぶ
れ て い る と き に 、 導 管 の 対 を 通 る 気 体 の 総 体 積 流 量 が 実 質 的 に 一 定 に 維 持 さ れ る よ う に 構
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 一 方 の 導 管 の 通 路 の つ ぶ れ は 、 通 路 の 高 さ 方 向 長 さ と 横 方 向 長 さ の 間
の 比 の 変 化 を 生 じ る 変 形 で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 高 さ 方 向 長 さ は 減 少 し 、 横 方 向 長 さ は
増 大 す る 。 同 様 に 、 別 の 実 施 形 態 で は 、 も う 一 方 の 導 管 の 通 路 の 変 形 は 、 そ の 通 路 の 高 さ
方 向 長 さ と 横 方 向 長 さ の 間 の 比 の 変 化 を 生 じ る 変 形 で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 高 さ 方 向 長
さ が 増 大 し 、 横 方 向 長 さ が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 調 整 可 能 な ヘ ッ ド キ ャ ッ プ を 備 え る こ と が で き 、 導
管 が キ ャ ッ プ の 両 側 で そ れ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 キ ャ ッ プ は 、 取 り 付 け 手 段 を 構
成 す る こ と が で き 、 結 合 手 段 は キ ャ ッ プ 上 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 取 り 付 け 手 段 を さ ま ざ ま な サ イ ズ お よ び /ま た は 形 状 の 導 管
と 選 択 的 に か つ 取 り 外 し 可 能 に 結 合 す る こ と が で き る よ う に 、 導 管 を 、 取 り 付 け 手 段 か ら
取 り 外 し 可 能 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 導 管 は 、 さ ま ざ ま な サ イ ズ お よ び /ま た は
形 状 の 取 り 付 け 手 段 と 選 択 的 に か つ 取 り 外 し 可 能 に 結 合 す る こ と が で き 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、
相 互 交 換 可 能 な 取 り 付 け 手 段 お よ び 導 管 を 有 す る モ ジ ュ ー ル 式 ヘ ッ ド ギ ア シ ス テ ム の 一 部
を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 気 体 を 導 管 か ら 鼻 に 送 る た め に 、 患 者 の 鼻 に 隣 接 し て
患 者 の 頭 部 に 合 う よ う に 構 成 さ れ た 、 患 者 の マ ス ク と 共 に 使 用 す る よ う に 構 成 す る こ と が
で き る 。 次 い で 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア を 着 用 し 続 け な が ら 、 マ ス ク を ヘ ッ ド
ギ ア か ら 、 し た が っ て 患 者 の 頭 部 か ら 選 択 的 に 取 り 外 す こ と が 可 能 に な る よ う 、 マ ス ク か
ら 取 り 外 し 可 能 と な る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 は 、 本 発 明 の 上 記 態 様 ま た は そ の 実 施 形 態 に よ る 、 空 気 を 導 管
の 第 2の 端 部 か ら 患 者 の 鼻 の 内 部 へ と 送 る た め の 、 ヘ ッ ド ギ ア に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ
れ た ノ ー ズ ピ ー ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 本 発 明 の 上 記 態 様 ま た は そ の 実 施 形 態 に よ る 導 管 を
備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 可 撓 性 の 導 管 壁 は 、 実 質 的 に 気 密 な 空 間 を そ れ ら の 間 に 形 成 す る 二
重 壁 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 ノ ー ズ ピ ー ス を 膨 張 さ せ る た め に 気 体 を 空 間 内 へ
と 送 達 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 、 空 間 内 へ と 開 い た ノ ズ ル を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 本 発 明 の 上 記 態 様 ま た は そ の 実 施 形 態 に よ る 導 管
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス は 、 患 者 の 鼻 内 で 受 け ら れ る た め 、 か つ 導 管 通 路 か ら
鼻 内 へ と 気 体 を 送 る た め の 1対 の 鼻 腔 構 造 体 を 備 え る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 一 実 施 形
態 で は 、 導 管 は 、 1対 の 鼻 腔 構 造 体 開 口 を 形 成 す る こ と が で き 、 各 鼻 腔 構 造 体 は 、 そ れ ぞ
れ の 鼻 腔 構 造 体 開 口 を 通 っ て 延 び る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 鼻 腔 構 造 体 は 、 特 定 の 患 者 の 鼻 腔 に 密 接 に 合 わ せ る た め に 、 特 注 生
産 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア の 、 患 者 の 皮 膚 と 接 触 す る よ う に な さ れ た 部 品 は
、 ゲ ル 状 材 料 の も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 は 、 本 発 明 の 上 記 態 様 ま た は そ の 実 施 形 態 に よ る 、 空 気 送 達 用
の PAP装 置 の 導 管 を 使 用 す る 方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は 、 導 管 の 第 1の 端 部 を 、 陽 圧 下 の 空
気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た 供 給 手 段 に 結 合 さ せ る こ と と 、 空 気 に よ っ て 導 管 壁 が 第 1
の 状 態 に さ れ る よ う に 、 空 気 を 装 置 に よ っ て 第 1の 端 部 を 通 し て 導 管 へ と 送 達 す る こ と と
、 通 路 に 沿 っ て 通 過 し て き た 空 気 が 第 2の 端 部 に て 導 管 を 出 る よ う に 、 第 2の 端 部 を 、 そ こ
に 空 気 が 送 達 さ れ る べ き 位 置 に 配 置 す る こ と と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 は 、 特 定 の 患 者 が 使 用 す る た め の PAPヘ ッ ド ギ ア を 提 供 す る 方
法 に 関 す る 。 ヘ ッ ド ギ ア は 、 陽 圧 下 の 気 体 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た 気 体 供 給 部 に 、 流
体 流 動 連 通 し て 結 合 さ せ る た め の 結 合 手 段 と 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 の 両 側 の 周 り に 延 び る よ
う に 構 成 さ れ た 1対 の 導 管 と 、 ヘ ッ ド ギ ア を 特 定 の 患 者 の 頭 部 に 取 り 外 し 可 能 に 固 定 す る
た め の 頭 部 取 り 付 け 手 段 と を 備 え る 。 各 導 管 は 、 可 撓 性 の 導 管 壁 と 、 結 合 手 段 に 流 体 流 動
連 通 し て 結 合 さ れ る 第 1の 導 管 端 部 と 、 特 定 の 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア を 着 用 す る と き に 、 特 定
の 患 者 の 鼻 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 第 2の 導 管 端 部 と を 有 す る 。 各 導 管 は
、 結 合 手 段 が 供 給 部 に 結 合 さ れ る と き に 、 気 体 に よ っ て 導 管 壁 が 、 そ の 状 態 で 壁 部 が そ れ
ぞ れ の 導 管 通 路 を 形 成 し そ れ に 沿 っ て 気 体 が そ れ ぞ れ の 第 1の 端 部 か ら そ れ ぞ れ の 第 2の 端
部 へ と 移 動 す る 、 第 1の 状 態 に さ れ る よ う に 構 成 さ れ 、 各 導 管 は 、 圧 縮 に よ っ て 、 通 路 が
実 質 的 に つ ぶ れ る 第 2の 状 態 へ と 変 形 可 能 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を
マ ッ ピ ン グ す る こ と と 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 に 合 わ せ た と き に ヘ ッ ド ギ ア が そ こ に 密 着 状 態
で 嵌 る よ う に 、 ヘ ッ ド ギ ア を マ ッ ピ ン グ に 従 っ て ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る こ と と を 含 む
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 こ の 方 法 は 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ し た 後 に 、 マ ッ ピ ン
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グ に 従 っ て 頭 部 テ ン プ レ ー ト を 形 成 す る こ と を 含 む こ と が で き る 。 ま た 、 ヘ ッ ド ギ ア を ヘ
ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る こ と は 、 テ ン プ レ ー ト の 形 状 に 従 っ て ヘ ッ ド ギ ア を 形 成 す る こ と
を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と は 、 手 動 で 実 行 す る こ
と が で き 、 別 の 実 施 形 態 で は 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と は 、 少 な く と
も 部 分 的 に 自 動 化 さ れ た マ ッ ピ ン グ 手 段 に よ っ て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と を 、 少 な く と も 部 分 的 に 自 動 化 さ れ た マ ッ
ピ ン グ 手 段 に よ っ て 実 行 す る 場 合 、 マ ッ ピ ン グ 手 段 は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 含 む こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 特 定 の 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と を 、 少 な く と も 部 分 的 に 自 動 化 さ れ た マ ッ
ピ ン グ 手 段 に よ っ て 実 行 す る 場 合 、 患 者 の 頭 部 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と は 、 患 者 の 頭 部
形 状 の 非 接 触 感 知 を 含 む こ と が で き る 。 非 接 触 感 知 は 、 カ メ ラ ま た は レ ー ザ セ ン サ の 使 用
を 伴 う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 互 い に 接 合 さ れ る 少 な く と も 2部 片 の シ ー ト 材 料 を 有
す る ヘ ッ ド ギ ア の タ イ プ と す る こ と が で き 、 ヘ ッ ド ギ ア を マ ッ ピ ン グ に 従 っ て ヘ ッ ド ギ ア
形 状 に 形 成 す る こ と は 、 各 部 片 を 、 ヘ ッ ド ギ ア が 形 成 さ れ る と き に ヘ ッ ド ギ ア 形 状 の 実 現
が 可 能 に な る よ う に 構 成 さ れ た そ れ ぞ れ の シ ー ト 形 状 に 形 成 す る こ と と 、 ヘ ッ ド ギ ア の 形
成 に お い て シ ー ト 材 料 の 部 片 を 互 い に 接 合 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア の 形 成 に お い て シ ー ト 材 料 の 部 片 を 互 い に 接 合 す る こ と
は 、 シ ー ト 材 料 の 部 片 が そ の 中 で 互 い に 分 離 さ れ る 分 離 領 域 を 接 合 経 路 に 隣 接 し て 形 成 す
る よ う に 、 シ ー ト 材 料 の 部 片 を 所 定 の 接 合 経 路 に 沿 っ て 接 合 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 接 合 経 路 は 、 ヘ ッ ド ギ ア を ヘ ッ ド ギ ア 形 状 に 形 成 す る 際 に シ ー ト 材 料 の 接 合 さ れ た 部 片
を 湾 曲 さ せ る こ と を 容 易 に す る た め に 折 り 曲 げ 線 か ら な る 線 を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 各 接 合 経 路 は ジ グ ザ グ 構 成 と す る こ と が で き 、 山 お よ び 谷 が 形 成 さ れ る よ う に 、 ほ ぼ 正
弦 曲 線 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 場 合 、 接 合 経 路 の 隣 接 す る 対 は 、 接 合 経 路 の 対 の 一 方 の 山 が そ れ ぞ れ 、 も う 一 方 の
接 合 経 路 の そ れ ぞ れ の 谷 と 位 置 合 せ さ れ 、 ま た は そ の 逆 と な る よ う に 互 い に 相 対 的 に 配 置
す る こ と が で き 、 分 離 領 域 を ほ ぼ ダ イ ヤ 形 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 態 様 、 特 徴 お よ び 利 点 は 、 本 開 示 の 一 部 で あ り 本 発 明 の 原 理 を 例 と し
て 示 す 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 添 付 図 面 と 関 連 付 け て 読 む と き に 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 添 付 図 面 に よ っ て 、 本 発 明 の さ ま ざ ま な 実 施 形 態 の 理 解 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 1お よ び 図 2を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ヘ ッ ド ギ ア 10が 示 さ れ て い る 。
ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 中 央 部 14に よ っ て 互 い に 一 体 に 接 合 さ れ た 、 1対 の 導 管 ま た は 側 部 12を
備 え る 。 帯 16の 形 態 の 頭 部 取 り 付 け 手 段 も ま た 、 側 部 12、 中 央 部 14お よ び 帯 16が す べ て 一
体 の 単 体 構 造 体 と な る よ う 、 図 1に 示 す よ う に 側 部 12と 一 体 に 接 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 側 部 12、 中 央 部 14お よ び 帯 16は 、 1対 の 高 分 子 (た と え ば プ ラ ス チ ッ ク )シ ー ト 17を 、 た
と え ば 高 周 波 (HF)プ ラ ス チ ッ ク 溶 接 な ど に よ っ て 互 い に 接 合 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。
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シ ー ト 17を そ れ に よ っ て 互 い に 接 合 す る や り 方 は 、 以 下 で よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 側
部 12の 長 さ に 沿 っ て 延 び る 通 路 を 形 成 す る た め に 、 シ ー ト 17の 中 間 部 分 を 互 い に 分 割 す る
こ と が で き る よ う な も の で あ る 。 シ ー ト 17が 、 そ の よ う な 通 路 を 側 部 12の 間 に 形 成 す る よ
う に 構 成 さ れ る 場 合 、 側 部 12は 、 導 管 を 構 成 す る こ と が 理 解 さ れ 、 以 下 の よ う に 述 べ ら れ
る 。 シ ー ト 17は 、 そ の よ う な 通 路 を 側 部 12内 に 形 成 す る の に 適 し た 、 い か な る や り 方 で 互
い に 接 合 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 導 管 12は 、 上 述 し た よ う に シ ー ト 17の 中 間 部 分 の 分 割 、 し た が っ て 通 路 の 形 成 を 容 易 に
す る た め に 、 シ ー ト 17が (た と え ば プ ラ ス チ ッ ク 溶 接 に よ っ て )互 い に 接 合 さ れ る 位 置 に 、
内 側 に 延 び る プ レ ー ト (た と え ば 、 導 管 に 対 し て 内 側 に 延 び る V字 形 凹 部 )を 備 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 中 央 部 14は 、 そ の 中 心 に 開 口 18を 有 す る 。 ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 開 口 18内 へ と 延 び る T形 結
合 具 ま た は T形 結 合 装 置 20を 備 え る 。 T形 結 合 具 20は 、 1対 の 側 方 パ イ プ 22、 お よ び 側 方 パ
イ プ 22内 へ と 開 く 中 央 パ イ プ 24を 備 え る 。 側 方 パ イ プ 22は 、 中 央 パ イ プ 24が 開 口 18を 通 っ
て 中 央 部 14か ら 突 出 し た 状 態 で 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト 17の 間 で そ れ ぞ れ 反 対 方 向 に 延 び る
。 側 方 パ イ プ 22は 、 側 方 パ イ プ 22と シ ー ト 17の 間 の い く ら か の 回 転 運 動 を 可 能 に し な が ら
、 シ ー ト 17と の 実 質 的 に 気 密 な 封 止 を 形 成 す る よ う に 、 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト 17に 堅 く 係 合
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 側 方 パ イ プ 22の 端 部 26の 位 置 (図 1お よ び 図 2に 破 線 で 示 す )は ま た 、 中 央 部 14か ら そ れ ぞ
れ の 側 部 12へ の 移 行 を 印 す 働 き を す る 。 し た が っ て 、 側 方 パ イ プ 22の 端 部 26に 対 応 す る 導
管 12の 位 置 は 導 管 12の 第 1の 上 端 28を な す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ の 端 部 に 円 筒 形 ユ ニ オ ン 32を 有 す る 取 り 付 け 構 造 体 ま た は ス イ ベ ル 30は 、 中 央 パ イ プ
24に 対 し て 回 転 可 能 と な る よ う に 、 中 央 パ イ プ 24の 周 り に 取 り 付 け ら れ る 。 以 下 で さ ら に
説 明 す る よ う に 、 取 り 付 け 構 造 体 30は 、 空 気 供 給 パ イ プ の 回 転 を 可 能 に し な が ら 空 気 供 給
パ イ プ を 中 央 パ イ プ 24と 流 体 流 動 連 通 さ せ て 結 合 す る よ う に 、 加 圧 さ れ た 空 気 を ヘ ッ ド ギ
ア 10へ と 供 給 す る 流 れ 発 生 器 ま た は 空 気 供 給 手 段 (同 様 に 図 示 せ ず )か ら 続 く 空 気 供 給 パ イ
プ の 端 部 (図 示 せ ず )を 受 け る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 1お よ び 図 3で は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 患 者 頭 部 34上 に 取 り 付 け ら れ て 示 さ れ る 。 図 示 の
と お り 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の 中 央 部 14お よ び T形 結 合 具 20は 、 頭 部 34の 頂 部 36の い く ぶ ん 前 方
部 分 に て 、 患 者 頭 部 34を 横 切 っ て 延 び る よ う に 構 成 さ れ 、 帯 16は 、 頂 部 36の 後 方 で 頭 部 34
の 部 分 の 周 り に 延 び る よ う に 構 成 さ れ る 。 ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10が そ の 上 に 安 定
し て 載 る よ う 、 患 者 頭 部 34の 後 頭 の 湾 曲 に 適 合 す る よ う 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 図 1お よ び 図 3に 見 ら れ る よ う に 、 導 管 12は 、 患 者 頭 部 34の 両 側 で 下 向 き に 、 患 者
の 目 と 耳 38の 間 で 頭 34の 各 側 部 上 に 延 び る 。 導 管 12は 、 そ れ ら の よ り 低 い 肢 部 に 向 か っ て
前 方 に 曲 が っ て 、 第 1の 端 部 28の 反 対 側 の 第 2の 端 部 40(図 1参 照 )に て 終 端 す る 。 第 2の 端 部
40は 患 者 の 鼻 42に 隣 接 し て お り 、 以 下 (図 3参 照 )で 述 べ る ノ ー ズ ピ ー ス 150な ど 、 患 者 の 鼻
に 接 触 す る 鼻 イ ン タ フ ェ ー ス に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 1に 示 す よ う に 、 各 導 管 12の 第 2の 端 部 40に 、 鼻 取 り 付 け 構 造 体 ま た は 鼻 イ ン タ フ ェ ー
ス 結 合 装 置 44が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 鼻 取 り 付 け 構 造 体 は 、 そ れ ぞ れ の 第 2の 端 部 40を 通 り
プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト 17の 間 で 導 管 12内 の あ る 部 分 (図 示 せ ず )お よ び 導 管 12の 外 側 の 別 の 部
分 46へ と 延 び る 部 分 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 鼻 取 り 付 け 構 造 体 44の 各 部 分 46は 、 以 下 で 説 明 す る よ う に ノ ー ズ ピ ー ス 150に 結 合 さ れ
る 相 補 的 な 構 成 (図 示 せ ず )を 受 け る た め の ソ ケ ッ ト と し て 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト 17は 、 患 者 に 快 適 さ を 提 供 す る た め に フ ロ ッ ク 加 工 さ れ (
た と え ば ビ ロ ー ド 様 の 質 感 を 有 し )、 そ れ ら の 互 い に 対 す る 取 り 付 け が 、 縫 合 部 52(図 1参
照 )に よ っ て 強 化 さ れ る 。 ヘ ッ ド ギ ア 10は ま た 、 患 者 に と っ て 快 適 と な る 布 ま た は そ の 他
の 材 料 の カ バ ー (図 示 せ ず )を 備 え 、 カ バ ー は 、 小 児 患 者 に と っ て 魅 力 的 と な り 得 る 、 た と
え ば 模 様 ま た は そ の 他 の 印 な ど の 装 飾 効 果 を 有 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア 10の 構 造 的 な 一 体 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 あ る い は そ う で は な く 、 特 に た と
え ば 頬 骨 上 な ど 顔 の 骨 領 域 上 で の 患 者 へ の 快 適 さ を 向 上 す る た め に 、 フ ォ ー ム ラ バ ー の 薄
層 ま た は そ の 他 の 適 当 な 詰 物 (図 示 せ ず )を 、 シ ー ト 17の 内 面 の 間 の 選 択 さ れ た 位 置 に 設 け
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 図 4を 参 照 し な が ら 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 ノ ー ズ ピ ー ス 150
は 、 外 壁 154を 有 す る 導 管 152を 備 え る 。 外 壁 154は 二 重 壁 で あ り 、 内 壁 部 156お よ び 外 壁 部
158を 有 す る 。 内 壁 部 156お よ び 外 壁 部 158は 、 そ れ ぞ れ ノ ー ズ ピ ー ス 150の 第 1お よ び 第 2の
端 部 160,162に て 互 い に 封 止 接 合 さ れ る 。 各 端 部 160お よ び 162は 、 そ れ ぞ れ の 鼻 取 り 付 け
構 造 体 44の 部 分 46と 流 体 流 動 連 通 し て 結 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 内 壁 部 分 156お よ び 外 壁 部 分 158は 、 そ れ ら の 間 に 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150に 関 し て 円 周 方 向
に 延 び る 環 状 空 間 164を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 導 管 152は 、 可 撓 性 プ ラ ス チ ッ ク ま た は エ ラ ス ト マ ー (た と え ば シ リ コ ー ン ゴ ム な ど )の
別 々 の 鼻 腔 構 造 体 168を 受 け 入 れ る た め の 1対 の 開 口 166を 形 成 し 、 鼻 腔 構 造 体 168は 、 関 連
す る 開 口 166を 貫 通 し て 延 び る 。 各 鼻 腔 構 造 体 168は 中 央 通 路 170を 有 す る 。 鼻 腔 構 造 体 168
は 、 患 者 の 鼻 42内 、 す な わ ち 患 者 の 鼻 腔 内 に ぴ っ た り と 快 適 に 嵌 る よ う な 形 状 と な る 。 鼻
腔 構 造 体 168は 、 鼻 ピ ロ ー 、 鼻 プ ロ ン グ 、 カ ニ ュ ー レ 、 鼻 パ フ な ど 、 い か な る 適 当 な 形 態
を 有 す る こ と も で き る 。 必 要 に 応 じ て 、 鼻 腔 構 造 体 168は 、 特 定 の 患 者 の 鼻 用 と な る よ う
な 形 状 お よ び サ イ ズ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ノ ー ズ ピ ー ス 150の 外 壁 154は 、 導 管 12の 内 部 と 、 鼻 腔 構 造 体 168の 通 路 170、 お よ び し た
が っ て 患 者 の 鼻 42と の 間 に 流 体 流 動 連 通 状 態 を 確 立 す る た め の 中 央 通 路 172を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア 10と 同 様 、 導 管 152は 、 図 4に 示 す 構 造 を 実 現 す る た め に HFプ ラ ス チ ッ ク 溶 接
に よ っ て 適 当 に 接 合 す る こ と が で き る 、 高 分 子 (た と え ば プ ラ ス チ ッ ク )材 料 の シ ー ト で 形
成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 9お よ び 図 9Aに よ り 詳 細 に 示 す 一 方 弁 174を 有 す る 膨 張 用 ニ ッ プ ル 175が 、 各 ノ ー ズ ピ
ー ス 150の 外 壁 部 158を 貫 通 し て 、 そ れ ぞ れ の 環 状 空 間 164内 へ と 開 く 。 ニ ッ プ ル 175お よ び
一 方 弁 174に よ っ て 、 導 管 152に そ の 形 状 を 維 持 す る の に 十 分 な 固 さ を 与 え る よ う 導 管 152
を 膨 張 さ せ る よ う に 、 環 状 空 間 164内 へ と 空 気 を 導 入 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち ニ
ッ プ ル 175お よ び 弁 174は 、 導 管 152の 固 さ ま た は サ イ ズ を 特 定 の 患 者 ま た は 特 定 の 状 況 に
合 わ せ る た め に 調 整 す る こ と が 可 能 に な る よ う に 、 環 状 空 間 164へ と よ り 多 く の 空 気 を 導
入 し 、 そ こ か ら 空 気 を 排 除 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ニ ッ プ ル 175は 短 管 302を 備 え る こ と が で き る 。 ニ ッ プ ル 175は 、 短 管 302の 下 に 基 部 304
を 備 え 、 基 部 は 、 た と え ば プ ラ ス チ ッ ク 溶 接 に よ っ て 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150(ま た は ヘ ッ ド ギ
ア 10が 膨 張 可 能 で あ る 場 合 は ヘ ッ ド ギ ア 10)と 接 合 さ れ る 。 基 部 304の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 は
、 管 構 造 体 300の 残 り の 部 分 よ り も 薄 く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 短 管 302を 、 図
9の 仮 想 線 お よ び 矢 印 305に よ っ て 表 す よ う に 、 ね じ る こ と が 可 能 に な る 。 基 部 304は ま た
、 以 下 で 説 明 す る よ う に 一 方 弁 174の 付 近 に あ る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ニ ッ プ ル 175は ま た 、 短 管 302を 閉 じ そ の 中 を 空 気 が 通 る こ と を 妨 げ る た め の 、 き つ い が
取 り 外 し 可 能 な 嵌 合 と し て 短 管 302内 で 受 け る こ と が で き る キ ャ ッ プ 306を 備 え る 。 図 示 の
よ う に 、 可 撓 性 の ひ も 308が 、 キ ャ ッ プ 306を 短 管 302の 上 方 側 部 に 接 合 す る 。 ひ も 308が 可
撓 性 で あ る こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ プ 306は 、 図 示 の よ う に そ れ が 短 管 302を 閉 じ る そ の 閉 状
態 と 、 そ れ が 短 管 302の 開 口 か ら 取 り 外 さ れ る 開 状 態 と の 間 で 動 く こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ニ ッ プ ル 175は ま た 、 上 方 胴 領 域 310、 お よ び 上 方 胴 領 域 310よ り 狭 い 下 方 胴 領 域 312を 備
え る 。 こ れ ら の 胴 領 域 に よ っ て 、 下 方 胴 領 域 312が 上 方 領 域 310内 部 で 伸 縮 式 に 受 け ら れ る
こ と を 可 能 に す る こ と に よ る 、 ニ ッ プ ル 175の 変 形 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ っ て 次 に 、 ニ
ッ プ ル 175は 、 そ れ が 接 合 さ れ る ノ ー ズ ピ ー ス 150(ま た は ヘ ッ ド ギ ア 10が 膨 張 可 能 で あ る
場 合 は ヘ ッ ド ギ ア 10)の 部 分 内 へ と 、 そ の 部 分 の 内 部 で 反 転 さ れ る よ う に 接 合 さ れ 効 果 的
に 詰 め 込 ま れ る よ う に 、 押 し 込 ま れ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 記 の よ う に 、 ニ ッ プ ル 175の 基 部 304は 一 方 弁 174の 付 近 に あ り 、 可 動 フ ラ ッ プ 174.1を
有 す る 。 可 動 フ ラ ッ プ 174.1は 短 管 302の 内 壁 か ら 延 び 、 そ れ に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 そ れ と 一
体 に 形 成 さ れ る 。 一 方 弁 174は 、 キ ャ ビ テ ィ 174.5が 加 圧 下 に あ る と き に 、 フ ラ ッ プ 174.1
が フ ラ ン ジ 174.4を 過 ぎ て 矢 印 174.2の 方 向 に 動 く こ と を 防 止 す る た め に 戻 り 止 め の 目 的 で
働 く フ ラ ン ジ 174.4を 備 え る 。 フ ラ ン ジ 174.4は ま た 、 フ ラ ッ プ 174.1の 縁 部 が そ れ に 接 触
し て 封 止 す る た め の 位 置 を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 た と え ば 、 キ ャ ビ テ ィ 174.6が 膨 張 す る と き な ど 、 キ ャ ビ テ ィ 174.6内 部 の 圧 力 が キ ャ ビ
テ ィ 174.5よ り 大 き い 場 合 、 フ ラ ッ プ 174.1は 矢 印 174.3の 方 向 に 動 き 、 膨 張 が 可 能 に な る
。 圧 力 差 が 生 じ る と す ぐ に フ ラ ッ プ 174.1は 閉 位 置 へ と 動 き 、 一 方 弁 と し て 作 用 す る 。 ニ
ッ プ ル 175を 通 じ て 収 縮 さ せ る た め に は 、 使 用 者 は 、 一 方 弁 174の 領 域 の 側 部 を 圧 迫 ま た は
圧 縮 す る こ と に よ っ て ニ ッ プ ル 175を 変 形 さ せ る だ け で よ く 、 こ の 変 形 に よ っ て フ ラ ン ジ 1
74.4と の 封 が 破 ら れ 、 収 縮 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 鼻 腔 構 造 体 168は 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク の 別 個 の 構 成 と す る の で は な く
、 導 管 152と 一 体 に す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 実 施 例 で は 開 口 166を 省 略 で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 一 形 態 で は 、 鼻 腔 構 造 体 168は 外 壁 部 お よ び 内 壁 部 を 有 す る こ と が で き 、
こ れ ら は 、 そ れ ぞ れ 導 管 152の 外 壁 部 158お よ び 内 壁 部 156と 連 続 さ せ る こ と が で き 、 こ れ
に よ っ て 、 そ れ ら の 間 に 環 状 空 間 164と 連 続 さ せ る こ と が で き る 空 間 を 形 成 す る 。 す な わ
ち 導 管 152の 膨 張 に よ っ て 、 鼻 腔 構 造 体 168を 膨 張 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 3に 示 す さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10お よ び 導 管 152が
単 体 構 造 の も の と な る よ う に 導 管 12と 一 体 と す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 一 形 態 で は
、 鼻 腔 構 造 体 168は 、 導 管 152の 開 口 166内 で 受 け ら れ る 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク 構 造 体 と す る こ
と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 別 の 形 態 で は 、 鼻 腔 構 造 体 168は 上 記 の よ う に 導 管 152と 一 体 か
つ 連 続 的 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 5に 示 す 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 152な ど の 導 管 、 お よ び 鼻 腔 構 造 体 168な ど の 鼻 腔 構
造 体 を 備 え る ノ ー ズ ピ ー ス を 備 え る の で は な く 、 2つ の 膨 張 可 能 な 湾 曲 し た 鼻 腔 構 造 体 176
(1つ だ け 示 す )を 備 え る こ と が で き る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 各 鼻 腔 構 造 体 176は 、 中 央 の
取 り 囲 ま れ た 環 状 空 間 182を 間 に 形 成 す る 外 壁 部 分 178お よ び 内 壁 部 分 180、 鼻 腔 構 造 体 176
を 膨 張 さ せ る た め に 空 気 を 空 間 182内 へ と 導 入 す る た め の 一 方 弁 184、 な ら び に 中 央 通 路 18
6を 備 え る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 各 鼻 腔 構 造 体 176の 一 端 188が 、 そ れ ぞ れ の 鼻 取 り 付 け 構
造 体 44の 部 分 46に 取 り 付 け る よ う に 構 成 さ れ 、 反 対 側 の 端 部 190が 、 患 者 の 鼻 42内 で 受 け
ら れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 患 者 の 2つ の 鼻 腔 の そ れ ぞ れ の た め の 鼻 腔
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構 造 体 176は 、 鼻 腔 構 造 体 176の 支 持 お よ び そ れ ら の 患 者 の 鼻 と の 封 止 を 容 易 に す る た め に
、 互 い に 取 り 付 け ら れ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150ま た は そ の 導 管 152は 、 上 記 の よ う な 膨 張 構 造 以 外
の も の と す る こ と が で き る 。 そ れ ら は 代 わ り に 、 導 管 12と 同 様 の 構 造 の 、 一 重 の 外 壁 を 有
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 た と え ば 、 鼻 イ ン タ フ ェ ー ス は 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に そ の 全 体 を 組 み 込 む 米 国 特 許 出
願 公 開 第 10/781,929号 明 細 書 で 開 示 さ れ る 、 鼻 ア セ ン ブ リ と 同 様 の 構 造 と す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 あ る い は 導 管 12は 、 上 記 の よ う に 壁 部 を 一 重 の プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で 形 成 す る の で は な
く 、 そ れ ぞ れ ノ ー ズ ピ ー ス 150の 内 壁 部 156お よ び 外 壁 部 158と 同 様 の 内 壁 部 お よ び 外 壁 部
を 有 す る 二 重 壁 で 形 成 す る こ と が で き る 。 こ う し た 内 壁 部 お よ び 外 壁 部 は 、 ノ ー ズ ピ ー ス
150の 空 間 164と 同 様 の 、 封 止 さ れ た 膨 張 可 能 な 内 部 空 間 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 二 重 壁 の こ の 構 造 は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の 全 体 、 ま た は そ の 選 択 さ れ た 部 分 に 使 用 す る こ と
が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 二 重 壁 で あ る こ と に よ り 膨 張 可 能 で あ る ヘ ッ ド ギ ア 10の 選 択 さ
れ た 部 分 を 、 必 要 に 応 じ て 所 望 の 程 度 の 堅 さ を 実 現 す る た め に 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150の 導 管 1
52の 場 合 の よ う に 膨 張 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 二 重 壁 構 造 は ま た 、 壁 を 通 し て 伝 導 さ れ
る 騒 音 を 低 減 さ せ る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 そ の よ う な 二 重 壁 が 関 連 す る 内 壁 部 と 外 壁 部 と の 間 に キ ャ ビ テ ィ を 備
え る 場 合 、 上 記 器 具 の 部 品 の 一 部 ま た は す べ て の 内 部 に 内 部 骨 格 を 設 け る こ と が で き る 。
内 部 骨 格 は ま た 、 た と え ば ば ね ワ イ ヤ か ら な る こ と が で き 、 こ れ は 、 骨 格 が 使 用 さ れ る 場
合 に 、 さ ら な る 構 造 的 な 支 持 を 提 供 す る た め に 拡 張 状 態 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 使 用 に 際 し て は 、 図 1に 示 す と お り 、 ヘ ッ ド ギ ア 10を 患 者 頭 部 34上 に 配 置 す る こ と が で
き る 。 T形 結 合 具 20は 、 加 圧 下 で 空 気 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 空 気 供 給 部 (図 示 せ ず
)の 供 給 パ イ プ (こ れ も 図 示 せ ず )に 結 合 さ れ る 。 供 給 パ イ プ は 、 T形 結 合 具 20と の 封 止 を 行
う た め に 、 取 り 付 け 構 造 体 30に 取 り 付 け る た め の 端 部 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 別 の 実 施 形 態 、 ま た は 上 記 実 施 形 態 と の 組 み 合 わ せ で 、 供 給 パ イ プ が ヘ ッ ド ギ ア 10を 引
く 程 度 を 最 低 限 に 抑 え る た め に 適 当 な 構 造 を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ の 構 造 は 、 T形 結
合 具 20へ の 、 ま た は そ の よ う な T形 結 合 装 置 が な い 位 置 実 施 形 態 で は そ れ に 相 当 す る ヘ ッ
ド ギ ア の 別 の 部 分 へ の 、 (次 段 落 で 説 明 す る よ う な )枢 動 可 能 な パ イ プ 結 合 部 、 球 関 節 結 合
部 、 ま た は 可 撓 性 の 蛇 腹 結 合 部 を 含 む こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 供 給 パ イ プ に か か る
抵 抗 力 が ヘ ッ ド ギ ア 10に 伝 達 さ れ る 程 度 を 低 減 す る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の 安 定 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 取 り 付 け 構 造 体 30は 、 図 10に 示 す よ う に 、 円 筒 形 ユ ニ オ ン 32内 で 終 端 す る 蛇 腹 形 の 管 30
0を 備 え る こ と が で き る 。 管 300に よ っ て 、 空 気 供 給 連 結 部 の 相 対 的 な 回 転 が 可 能 に な り 、
そ う で な け れ ば 空 気 供 給 結 合 部 を 非 結 合 状 態 に す る 曲 げ 力 の 伝 達 を 妨 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 供 給 さ れ た 空 気 は 、 T形 結 合 具 20の 中 央 パ イ プ 24内 へ と 、 次 い で 側 方 パ イ プ 22を 通 っ て
導 管 12へ と 通 過 す る 。 空 気 は 陽 圧 下 に あ る の で 、 導 管 12が そ れ ら そ れ ぞ れ の 第 1の 端 部 28
か ら そ れ ら そ れ ぞ れ の 第 2の 端 部 40へ と 延 び る 中 央 通 路 を 形 成 す る よ う に 、 導 管 12を 膨 張
さ せ る 働 き を す る 。 空 気 は 次 い で 、 鼻 取 り 付 け 構 造 体 44お よ び ノ ー ズ ピ ー ス 150を 通 り 、
患 者 の 鼻 42(す な わ ち 鼻 腔 )内 へ と 通 過 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
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　 ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 特 定 の 患 者 の 頭 部 34に 特 別 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 頭 部
34の 3次 元 形 状 を 決 定 す る た め に そ れ を 走 査 ま た は マ ッ ピ ン グ し 、 次 い で 、 シ ー ト 17が 互
い に 接 合 さ れ る と き に 患 者 頭 部 34上 で 密 着 し か つ 快 適 な 適 合 を 実 現 す る の に 適 し た ヘ ッ ド
ギ ア 10を 形 成 す る よ う 、 シ ー ト 17を 裁 断 す る こ と に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。 患 者 頭
部 34と 同 様 に 、 多 種 多 様 な 形 状 の ヘ ッ ド ギ ア 10が あ る こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 さ ら に
、 特 定 の 患 者 の 頭 部 に 関 し て 、 ま た は 特 定 の タ イ プ の 頭 部 形 状 (2人 以 上 の 患 者 に 適 合 す る
こ と が で き る )に 関 し て 、 シ ー ト 17を そ れ に よ っ て 形 成 す る 特 定 の 形 状 が 決 定 さ れ る と 、
特 定 の ヘ ッ ド ギ ア を 形 成 す る た め に 特 定 の シ ー ト 形 状 に 裁 断 す る こ と が で き る シ ー ト の 数
は 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 シ ー ト 17は 、 所 定 の 接 合 経 路 に 沿 っ て 接 合 す る こ と が で き る 。 こ れ に
関 し て は 、 経 路 204に 沿 っ て 接 合 さ れ る 2つ の シ ー ト 202(1つ だ け 示 す )を 有 す る 、 図 7お よ
び 図 8に 示 す ク ッ シ ョ ン 200を 参 照 さ れ た い 。 経 路 204は 、 キ ル テ ィ ン グ 様 の 構 成 に 見 る こ
と が で き る よ う な 、 山 206お よ び 谷 208を 有 す る 正 弦 曲 線 状 の ジ グ ザ グ 形 状 の も の で あ る こ
と が 分 か る で あ ろ う 。 各 経 路 204の 谷 208は 、 シ ー ト 202が 互 い に 結 合 さ れ な い ほ ぼ ダ イ ヤ
形 の 領 域 210が 経 路 の 間 に 形 成 さ れ る よ う に 、 次 の 経 路 の 山 206に 位 置 合 せ さ れ 、 ま た は そ
の 逆 と な る 。 説 明 さ れ て い る ヘ ッ ド ギ ア 10の 一 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10は 、 シ ー ト 20
2と 同 様 の や り 方 で 互 い に 接 合 さ れ る シ ー ト 17で 形 成 す る こ と が で き 、 経 路 は 、 接 合 さ れ
た シ ー ト 17を 頭 部 34に 適 合 す る よ う 湾 曲 さ せ る (図 8に ク ッ シ ョ ン 200の 湾 曲 と し て 表 さ れ
る よ う に )こ と を 容 易 に す る た め の 折 り 曲 げ 線 と し て 働 く 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ク ッ シ ョ ン 200の ダ イ ヤ 形 領 域 210に 対 応 す る ヘ ッ ド ギ ア 10の 領 域 は 、 患 者 に さ ら な る 快
適 さ を 提 供 し 、 ヘ ッ ド ギ ア 10を 患 者 頭 部 34上 に し っ か り と 均 等 に 載 せ る こ と を 容 易 に す る
よ う 、 多 数 の 並 列 さ れ た ク ッ シ ョ ン 領 域 を 形 成 す る た め に 膨 張 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 あ る い は 、 マ ッ ピ ン グ は 、 上 記 の よ う に シ ー ト 17の 裁 断 さ れ る 形 状 を 決 定 す る た め に 用
い る の で は な く 、 患 者 頭 部 34の 形 状 の 熱 可 塑 性 重 合 体 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 ヘ ッ ド ギ
ア の 一 部 を 形 成 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 患 者 頭 部 34の 特 定 の 形 状 に 合 う よ う に ヘ ッ ド ギ ア 10を 形 状 づ け る こ と は 、 患 者 頭 部 34に
ぴ っ た り と 適 合 す る 、 導 管 12、 中 央 部 分 14、 お よ び 帯 16を 有 す る 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の 実 現 を
大 幅 に 助 け る 。 こ れ に よ っ て 、 圧 力 が 高 い 点 が そ こ に あ る 特 定 の 位 置 と 、 圧 力 が そ こ で 不
十 分 で あ る 他 の 位 置 と を 有 す る の で は な く 、 ヘ ッ ド ギ ア 10と 患 者 頭 部 34と の 間 で 効 果 的 な
圧 力 分 散 を 実 現 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 患 者 頭 部 34に 対 す る 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の
取 り 付 け を 保 証 す る こ と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 さ ら に 、 ヘ ッ ド ギ ア 10を 特 定 の 患 者 頭 部 34に 特 別 に 適 合 さ せ た 状 態 で 、 導 管 12、 中 央 部
分 14、 お よ び 帯 16が 単 体 構 造 で あ る こ と に よ っ て 、 そ う で な け れ ば ヘ ッ ド ギ ア 10を 患 者 頭
部 34に し っ か り と 締 結 す る た め に 必 要 と さ れ る ヘ ッ ド ギ ア の 部 品 調 整 が 不 必 要 と な る 。 こ
の 単 体 構 造 に よ っ て ま た 、 患 者 頭 部 に ヘ ッ ド ギ ア 10を か ぶ せ る こ と 、 お よ び そ れ を 取 り 外
す こ と が 簡 単 に な る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア 10を 患 者 頭 部 34に ぴ っ た り と 固 定 す る こ と は 、 上 記 の よ う な 、 二 重 壁 、 ま た
は 二 重 壁 を 備 え る 部 分 を 有 す る 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の こ れ ら の 実 施 形 態 に お い て さ ら に 容 易 に
す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 二 重 壁 の 膨 張 (す な わ ち 二 重 壁 の 間 の 空 間
内 へ と 膨 張 空 気 を 提 供 す る こ と )に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 内 壁 部 が 、 患 者 頭 部 34に 対 し て 、
よ り し っ か り と 押 し 付 け ら れ る 。 こ れ は 特 に 、 患 者 の 耳 38の す ぐ 前 な ど 、 患 者 頭 部 34の 実
質 的 に 凹 状 ま た は 窪 ん だ 形 状 の 部 位 に 関 し て 有 用 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ノ ー ズ ピ ー ス 150を 上 記 の よ う に 導 管 12に 接 合 さ せ た 状 態 で 、 T形 結 合 具 20の 中 央 パ イ プ
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24内 へ と 供 給 さ れ る 空 気 は 、 導 管 12の 通 路 内 を 通 っ た 後 に 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150の 導 管 152の
通 路 166に 沿 っ て 患 者 の 鼻 42内 へ と 進 む 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 患 者 に よ る 呼 気 は 、 あ る 程 度 気 体 透 過 性 で あ り 好 ま し く は 患 者 の 鼻 42付 近 に あ る 、 プ ラ
ス チ ッ ク シ ー ト 17用 の 材 料 を 用 い る こ と に よ っ て 促 進 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 そ こ を 通 る
空 気 お よ び 吐 き 出 さ れ た 二 酸 化 炭 素 を 、 あ る 程 度 の 量 漏 ら し ま た は 逃 が す こ と が 可 能 に な
る 。 適 当 な 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 た と え ば ポ リ オ レ フ ィ ン を 、 こ の 目 的 に 使 用 す る こ と
が で き る 。 あ る い は 、 シ ー ト 17は 、 完 全 に プ ラ ス チ ッ ク 製 と す る の で は な く 、 全 体 的 に 、
た と え ば 絹 ま た は そ の 他 の 織 物 材 料 な ど そ の 他 の タ イ プ の 気 体 透 過 性 材 料 製 、 ま た は GORE
TEX(登 録 商 標 )と し て 知 ら れ る ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン (PTFE)材 料 製 と し 、 ま た は こ
れ ら の 材 料 製 の 部 分 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 患 者 が 息 を 吐 く と き 、 呼 気 は 次 い で 、 ノ ー ズ ピ ー ス 150内 を 通 過 し 、 そ の 第 2の 端 部 40に
近 い 位 置 に て 、 導 管 12の 壁 部 を 通 る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 シ ー ト に 特 に 適 し た 材 料 は 、 外 に 逃 げ る 空 気 と 共 に 水 蒸 気 の 通 過 を 可 能 に す る が 、 実 質
的 に 気 密 な 通 路 を 形 成 す る 、 通 気 性 ポ リ ウ レ タ ン と す る こ と が で き る 。 「 実 質 的 に 気 密 」
と い う 表 現 は 、 外 に 逃 げ る 空 気 が 多 く な り 過 ぎ る こ と を 防 ぐ た め に 、 そ こ を 通 る 空 気 の 通
過 へ の 十 分 な 抵 抗 が 提 供 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 水 蒸 気 の 通 過 を 可 能 に す る 能 力 は 、 患 者
に よ っ て 吐 き 出 さ れ る 気 体 か ら の 水 分 の 、 導 管 12の 内 部 通 路 内 で の 望 ま し く な い 凝 集 を 避
け る こ と を 助 け る の で 、 有 利 で あ る 。 こ れ ら の 特 性 を 提 供 す る こ と が で き る 材 料 は 、 Darl
ington Corporation社 に よ っ て 製 造 さ れ る 商 標 DARLEXX(登 録 商 標 )に よ っ て 知 ら れ る も の
、 ま た は 商 標 THINSLATE(登 録 商 標 )に よ っ て 知 ら れ る 3M社 の 製 品 、 ま た は GORETEX(登 録 商
標 )と し て 知 ら れ る ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン (PTFE)材 料 、 ま た は 、 Atlantis Weather 
Gear Inc社 に よ っ て 製 造 さ れ る ATLANTECH(商 標 )と し て 知 ら れ る 製 品 を 含 む 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 導 管 12の 壁 部 ま た は そ の 部 分 が 上 記 の よ う に 気 体 透 過 性 で あ る 状 態 で は 、 T結 合 部 20の
中 央 パ イ プ 24を 通 っ て 供 給 さ れ る 空 気 の い く ら か は 導 管 12か ら も 逃 げ る 。 こ の 構 成 、 お よ
び 通 路 の 可 撓 性 で あ る 性 質 は 、 導 管 12を 通 る ノ ー ズ ピ ー ス 150へ の 空 気 の 通 過 に よ っ て 発
生 す る 雑 音 の 低 減 を 助 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 導 管 12の 壁 部 を 通 る 呼 気 の 通 過 は ま た 、 熱 を ヘ ッ ド ギ ア 10か ら 逃 が す こ と を 可 能 に す る
た め の 有 用 な 手 段 と な る 。 そ の よ う な 熱 を こ の よ う に し て 逃 が す こ と が で き な い 場 合 、 ヘ
ッ ド ギ ア 10は 結 果 的 に 、 無 用 に 、 患 者 に と っ て 不 快 感 と な る ほ ど 加 熱 さ れ る こ と が あ る 。
さ ら に 、 特 に よ り 暖 か い 気 候 に お い て 快 適 さ を 向 上 さ せ る た め に 、 使 用 さ れ る 材 料 の 上 記
の よ う な 気 体 透 過 性 に よ っ て 、 患 者 頭 部 34の 頂 部 上 に あ る ヘ ッ ド ギ ア の 部 品 内 を 通 る 熱 お
よ び 水 蒸 気 の 通 過 を 可 能 に す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド ギ ア 10の 構 造 、 お よ び 特 に そ の 単 体
で あ る と い う 性 質 は 、 患 者 が ヘ ッ ド ギ ア 10を 装 着 し 、 彼 ら の 頭 部 34を 枕 な ど の 表 面 上 に 転
が し 、 そ の た め 導 管 12の 一 方 が 枕 の 上 の 患 者 頭 部 34の 圧 力 に よ っ て 平 坦 に な る 場 合 に 、 そ
の 導 管 12内 を 通 過 す る は ず で あ っ た が 導 管 の 通 路 が 狭 ま る こ と に よ り 通 過 が 妨 げ ら れ る 空
気 の す べ て ま た は ほ と ん ど が 、 代 わ り に も う 一 方 の 導 管 12内 を 通 過 す る こ と を 可 能 に す る
と い う 利 点 を 有 す る 。 こ れ は 、 導 管 12の 可 撓 性 、 お よ び 結 果 的 に 生 じ る そ の 拡 張 し 実 質 的
に つ ぶ れ る 能 力 に よ り 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 導 管 の 対 を 通 る 空 気 の 総 体 積 流 量 は 、 そ れ
ぞ れ の 導 管 が 平 坦 に な る と き お よ び 拡 張 す る と き に ほ ぼ 一 定 に 維 持 さ れ る 。 上 記 の 平 坦 化
お よ び 拡 張 が 生 じ る 際 の 導 管 12の 構 成 お よ び 断 面 形 状 に 応 じ て 、 導 管 12の つ ぶ れ に よ っ て
、 そ の 導 管 の 高 さ 方 向 の 長 さ お よ び 横 方 向 長 さ の 間 の 比 に 変 化 が 生 じ 、 高 さ 方 向 長 さ が 減
少 し 横 方 向 長 さ が 増 大 す る 。 同 様 に 、 も う 一 方 の 導 管 の 変 形 に よ っ て 、 そ の 導 管 の 高 さ 方
向 の 長 さ お よ び 横 方 向 長 さ の 間 の 比 に 変 化 が 生 じ 、 高 さ 方 向 長 さ が 増 大 し 横 方 向 長 さ が 減
少 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
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　 一 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 調 整 可 能 な 頭 部 キ ャ ッ プ を 備 え る こ と が で き 、 複 数 の
導 管 が キ ャ ッ プ の 両 側 で そ れ に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 キ ャ ッ プ は 、 取 り 付 け 手 段 を
構 成 す る こ と が で き 、 結 合 手 段 を 、 キ ャ ッ プ 上 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 別 の 実 施 形 態 で は 、 導 管 は 、 取 り 付 け 手 段 を さ ま ざ ま な サ イ ズ お よ び /ま た は 形 状 の 導
管 に 選 択 的 に 解 放 可 能 に 結 合 す る こ と が で き る よ う に 、 取 り 外 し 手 段 か ら 取 り 外 し 可 能 と
す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 導 管 は 、 さ ま ざ ま な サ イ ズ お よ び 形 状 の 取 り 付 け 手 段 に 選
択 的 に 解 放 可 能 に 結 合 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て ヘ ッ ド ギ ア は 、 相 互 交 換 可 能 な 取 り
付 け 手 段 お よ び 導 管 を 有 す る モ ジ ュ ー ル 式 ヘ ッ ド ギ ア シ ス テ ム の 一 部 を 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 患 者 の マ ス ク と 共 に 使 用 す る こ と が で き る よ
う 構 成 す る こ と が で き 、 マ ス ク は 、 気 体 を 導 管 か ら 鼻 へ と 送 る よ う 、 患 者 の 鼻 に 隣 接 す る
患 者 頭 部 に 適 合 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 次 い で 、 ヘ ッ ド ギ ア は 、 患 者 が ヘ ッ ド
ギ ア を 着 用 し 続 け な が ら 、 マ ス ク を ヘ ッ ド ギ ア か ら 、 し た が っ て 患 者 頭 部 か ら 選 択 的 に 取
り 外 す こ と が 可 能 に な る よ う に 、 マ ス ク か ら 取 り 外 し 可 能 と な る よ う 構 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 上 記 の よ う な ヘ ッ ド ギ ア 10の 具 体 的 な 利 点 は 、 非 使 用 時 に 、 T形 結 合 具 20を 開 口 18か ら
取 り 外 す こ と が で き る こ と で あ る 。 次 い で 、 導 管 12、 中 央 部 分 14お よ び 帯 16は 、 導 管 12の
通 路 を つ ぶ す よ う に 平 坦 に す る こ と が で き 、 必 要 と さ れ る 保 管 用 空 間 が 最 小 限 と な る よ う
に 、 保 管 目 的 で 巻 上 げ 、 ま た は 折 り 畳 む こ と が で き る 。 一 方 、 使 用 時 は 、 導 管 12内 を 空 気
が 通 過 す る こ と 自 体 が 、 通 路 を 膨 張 さ せ 、 快 適 な か つ ぴ っ た り と し た 適 合 が 実 現 さ れ る よ
う に 導 管 12の 内 壁 を 患 者 頭 部 34の 側 部 に 対 し て し っ か り と 押 し 付 け る 働 き を す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア 10は さ ま ざ ま な 利 点 を 有 す る 。 た と え ば 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の 1つ の 利 点 は 、 T形
結 合 部 20が 、 使 用 時 に 、 た と え ば 患 者 頭 部 が 枕 の 上 に あ る こ と な ど に よ る 、 い か な る 圧 縮
力 も 受 け に く い 、 患 者 頭 部 の 一 部 分 に 配 置 さ れ る こ と で あ る 。 す な わ ち 、 導 管 12は 可 撓 性
で あ り 、 し た が っ て 、 患 者 が そ れ ら の 上 に 載 る 場 合 さ え 不 快 感 が あ ま り も た ら さ れ な い は
ず で あ る が 、 こ れ は こ の 構 成 要 素 の 配 置 に よ り 、 比 較 的 硬 い T形 結 合 具 20に 関 し て は 問 題
と は な ら な い は ず で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 さ ら に 、 導 管 12、 中 央 位 置 14お よ び 帯 16が そ れ か ら 形 成 さ れ る 材 料 が 、 比 較 的 可 撓 性 の
も の で あ り し た が っ て 柔 ら か い こ と に よ り 、 従 来 技 術 の 装 置 を 係 合 さ せ る に は 敏 感 過 ぎ る
こ と が あ っ た 患 者 の 頬 な ど 患 者 の 頭 部 部 位 に 、 ヘ ッ ド ギ ア 10を 係 合 さ せ る こ と が 可 能 に な
る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 導 管 12お よ び 中 央 部 分 14が 、 空 気 が そ れ を 通 っ て 患 者 に 送 達 さ れ る よ う に 移 動 す る 必 要
が あ る ほ と ん ど の 通 路 を 形 成 す る と い う 事 実 は 、 追 加 の 管 機 構 お よ び 管 機 構 固 定 用 帯 の 必
要 性 を 回 避 す る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 し た が っ て 、 こ れ に よ っ て 、 そ の よ う な 追
加 の 管 機 構 お よ び 固 定 用 帯 に 伴 う 可 能 性 が あ る か さ お よ び 重 量 も な く な る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 一 方 の 導 管 12が 、 患 者 の 顔 に 接 触 し て ほ ぼ 平 坦 と な る よ う に 圧 迫 さ れ る か ま た は つ ぶ さ
れ る 場 合 (た と え ば 患 者 が 枕 の 上 で 一 方 の 導 管 12に 載 る 場 合 な ど )に 、 よ り 大 き い 体 積 流 量
が 可 能 に な る よ う に 拡 張 す る も う 一 方 の 導 管 12の 能 力 に よ っ て 、 患 者 の 快 適 さ が 向 上 し 、
よ り 可 撓 性 の 低 い 管 機 構 が 使 用 さ れ た 場 合 に 生 じ る 可 能 性 の あ る 不 快 感 が 最 低 限 に 抑 え ら
れ る 。 こ れ に よ っ て ま た 、 ヘ ッ ド ギ ア 10が 患 者 頭 部 34上 の 接 触 圧 点 に 係 合 す る こ と に よ っ
て 生 じ る こ と が あ る 不 快 感 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ヘ ッ ド ギ ア 10を 製 造 す る た め に 上 記 の プ ラ ス チ ッ ク 溶 接 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 ク リ
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ッ プ 、 バ ッ ク ル 、 調 整 帯 な ど の 必 要 が な く な り 、 使 用 が 大 幅 に 単 純 に な る 。 さ ら に 、 患 者
頭 部 34の 形 状 、 お よ び ヘ ッ ド ギ ア 10固 有 の 軽 量 で あ る と い う 性 質 に 合 う よ う に ヘ ッ ド ギ ア
10を 形 成 す る こ と は 、 患 者 に 対 す る 快 適 さ を よ り 高 め る こ と を 助 け る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 6を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る PAP装 置 の 導 管 400を 表 す 概 略 図 が 示 さ れ
て い る 。 導 管 400は 、 可 撓 性 の 導 管 壁 402、 な ら び に 第 1の 端 部 404お よ び 第 2の 端 部 406を 有
す る 。 第 1の 端 部 404は 、 陽 圧 下 で 空 気 を 供 給 す る た め の 供 給 手 段 408に 取 り 付 け ら れ る 。
上 記 導 管 12の 場 合 の よ う に 、 導 管 400は つ ぶ れ る こ と が で き る 。 供 給 手 段 408に よ っ て 陽 圧
下 の 空 気 が 供 給 さ れ る と き 、 空 気 の 圧 力 に よ っ て 壁 402が 図 示 の 状 態 に な り 、 そ の 状 態 で
壁 402は 、 導 管 400の 中 央 通 路 410を 形 成 す る 。 す な わ ち 、 空 気 は 通 路 410に 沿 っ て 第 2の 端
部 406へ と 通 過 さ せ る こ と が で き 、 そ こ で 必 要 に 応 じ て 方 向 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 壁 402を 空 気 の 圧 力 の み に よ っ て 図 示 の 状 態 に す る 代 わ り に 、 使 用 時 に 導 管 400の ね じ れ
を 防 止 す る こ と を 助 け る 、 伸 縮 可 能 な ば ね を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 壁 402が 可 撓 性 で あ る こ と に よ っ て 、 導 管 400を 、 保 管 ま た は 移 動 時 に 小 型 サ イ ズ に す る
た め に 折 り 畳 み ま た は 丸 め る こ と が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 こ れ ら の 壁 は 、 上 記 の 壁 154と
同 様 に 、 一 重 壁 タ イ プ ま た は 二 重 壁 タ イ プ と す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 二 重 壁 構 造 に
よ っ て ま た 、 空 気 供 給 手 段 408か ら の 空 気 の 温 度 制 御 を 助 け る た め に 、 断 熱 性 を 高 め る こ
と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 11に ヘ ッ ド ギ ア 1010を 示 す が 、 こ れ は 、 図 1お よ び 図 2の ヘ ッ ド ギ ア 10と 同 様 で あ り 、
し た が っ て 同 様 の 部 品 は 同 様 の 番 号 で 示 し た 。 ヘ ッ ド ギ ア 1010は 、 ヘ ッ ド ギ ア 10の そ れ ぞ
れ の 導 管 ま た は 側 部 12に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ そ こ か ら 延 び る 2つ の 帯 1012が 設 け ら れ て い る
点 で ヘ ッ ド ギ ア 10と 異 な る 。 帯 1012は 、 マ ス ク ま た は ノ ー ズ ピ ー ス に 結 合 さ せ る こ と が で
き 使 用 者 が ヘ ッ ド ギ ア 1010を 彼 ら の 頭 に 固 定 す る こ と を 可 能 に す る 、 バ ッ ク ル 部 材 1014お
よ び 1016内 で そ れ ぞ れ 終 端 す る 。 帯 1012は 、 そ の 長 さ を 調 整 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 12に ヘ ッ ド ギ ア 1110を 示 す が 、 こ れ は 図 1お よ び 図 2の ヘ ッ ド ギ ア 10と 同 様 で あ り 、 し
た が っ て 同 様 の 部 品 は 同 様 の 番 号 で 示 し た 。 ヘ ッ ド ギ ア 1110は 、 各 導 管 ま た は 側 部 12の 端
部 上 に 伸 縮 可 能 な カ フ 1112が 設 け ら れ る と い う 点 で 、 ヘ ッ ド ギ ア 10と 異 な る 。 図 示 の よ う
に 、 伸 縮 可 能 な カ フ 1112は 蛇 腹 構 成 で あ る 。 伸 縮 可 能 な カ フ 1112は 、 必 要 に 応 じ て 伸 張 し
ま た は 収 縮 す る こ と に よ っ て 、 導 管 12の 端 部 の 長 さ を 調 整 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 明 細 書 で 開 示 お よ び 規 定 さ れ る 発 明 が 、 本 文 で 述 べ ら れ ま た は 明 ら か に な る 個 々 の 特
徴 の 、 2つ 以 上 の 代 替 の 組 合 せ の す べ て に 及 ぶ こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 こ れ ら の 異 な
る 組 み 合 わ せ は す べ て 本 発 明 の さ ま ざ ま な 代 替 態 様 を 構 成 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 本 発 明 を 、 現 在 最 も 実 用 的 か つ 好 ま し い 実 施 形 態 で あ る と 考 え ら れ る も の に 関 連 付 け て
説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る べ き で は な く 、 反 対 に 、 本
発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 に 包 含 さ れ る さ ま ざ ま な 修 正 お よ び 同 等 の 構 成 を 網 羅 す る こ と が 意
図 さ れ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 さ ら に 、 本 発 明 は OSAを 患 う 患 者 へ の 特 定 の 応 用 例 を 有 す
る が 、 そ の 他 の 疾 患 を 患 う 患 者 (た と え ば 、 う っ 血 性 心 不 全 、 糖 尿 病 、 病 的 肥 満 、 卒 中 、
肥 満 外 科 手 術 な ど )が 、 上 記 の 教 示 か ら 利 益 を 導 く こ と が で き る こ と が 理 解 さ れ る べ き で
あ る 。 さ ら に 、 上 記 教 示 は 患 者 お よ び 非 患 者 へ の 適 用 性 を 同 様 に 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ３ 】
【 図 １ 】 ヘ ッ ド ギ ア が 使 用 位 置 に あ る 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ヘ ッ ド ギ ア を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 1の ヘ ッ ド ギ ア を 平 ら に 広 げ た (す な わ ち 使 用 位 置 に な い )状 態 で 示 す 平 面 図 で
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あ る 。
【 図 ３ 】 図 1に 示 す も の と は 別 の 角 度 か ら 見 た 、 ヘ ッ ド ギ ア の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る ノ ー ズ ピ ー ス を 示 す 、 部 分 的 に 断 面 図 で あ る 概 略 的
な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に よ る ノ ー ズ ピ ー ス を 示 す 概 略 的 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 、 空 気 供 給 部 に 取 り 付 け ら れ た 導 管 を 示 す 概 略 的 な 立
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る ヘ ッ ド ギ ア を 形 成 す る や り 方 を 示 す 、 ク ッ シ ョ ン を 示
す 概 略 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 形 成 さ れ た 状 態 で あ る 、 図 7の ク ッ シ ョ ン を 示 す 概 略 的 な 立 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 一 方 向 膨 張 用 ニ ッ プ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 9の ニ ッ プ ル の 一 部 を 通 る 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ヘ ッ ド ギ ア を 空 気 供 給 パ イ プ へ と 結 合 す る た め の 管 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 ヘ ッ ド ギ ア に 設 け ら れ る 帯 シ ス テ ム を 示 す 、 図 1お よ び 図 2と 同 様 の ヘ ッ ド ギ ア
を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 ヘ ッ ド ギ ア 導 管 の 端 部 上 に 設 け ら れ る 伸 縮 可 能 な カ フ を 示 す 、 図 1お よ び 図 2と
同 様 の ヘ ッ ド ギ ア を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ４ 】
　 10　 ヘ ッ ド ギ ア
　 12　 導 管 (側 部 )
　 14　 中 央 部
　 16　 帯
　 17　 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト
　 18　 開 口
　 20　 T形 結 合 具
　 22　 側 方 パ イ プ
　 24　 中 央 パ イ プ
　 26　 端 部
　 28　 第 1の 上 端
　 30　 取 り 付 け 構 造 体 (ス イ ベ ル )
　 32　 円 筒 形 ユ ニ オ ン
　 34　 患 者 頭 部
　 36　 頂 部
　 38　 耳
　 40　 第 2の 端 部
　 42　 鼻
　 44　 鼻 取 り 付 け 構 造 体 (鼻 イ ン タ フ ェ ー ス 結 合 装 置 )
　 46　 別 の 部 分
　 52　 縫 合 部
　 150　 ノ ー ズ ピ ー ス
　 152　 導 管
　 154　 外 壁
　 156　 内 壁 部
　 158　 外 壁 部
　 160　 第 1の 端 部
　 162　 第 2の 端 部
　 164　 環 状 空 間
　 166　 開 口
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　 168　 鼻 腔 構 造 体
　 170,172　 中 央 通 路
　 174　 一 方 弁
　 174.1　 可 動 フ ラ ッ プ
　 174.4　 フ ラ ン ジ
　 174.5,174.6　 キ ャ ビ テ ィ
　 175　 膨 張 用 ニ ッ プ ル
　 176　 鼻 腔 構 造 体
　 178　 外 壁 部 分
　 180　 内 壁 部 分
　 182　 環 状 空 間
　 184　 一 方 弁
　 186　 中 央 通 路
　 188　 一 端
　 190　 端 部
　 202　 シ ー ト
　 204　 経 路
　 206　 山
　 208　 谷
　 210　 ダ イ ヤ 形 の 領 域
　 300　 管 構 造 体
　 302　 短 管
　 304　 基 部
　 306　 キ ャ ッ プ
　 308　 ひ も
　 310　 上 方 胴 領 域
　 312　 下 方 胴 領 域
　 400　 導 管
　 402　 導 管 壁
　 404　 第 1の 端 部
　 406　 第 2の 端 部
　 408　 供 給 手 段
　 410　 中 央 通 路
　 1010　 ヘ ッ ド ギ ア
　 1012　 帯
　 1014,1016　 バ ッ ク ル 部 材
　 1112　 カ フ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 ９ Ａ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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